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リースの取組 

（農業機械）に関する 

書類記入例 
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公募開始日以降、
締切日までの日
付としてください。 

個人（認定農業者）の
場合は、氏名を記入し
てください。 

法人など組織の場合
は、代表者名まで記
入してください。 

必ず契約に使用する
印でご捺印ください。 

取組計画書兼助成金申請書（②リース） 

１ページ目 

２ページ目に助成金振込先記入欄があります。 

忘れずにご記入ください。 

助成金申請額は、 

金○○○円としてください。 

申請書様式別添（②リー
ス）の３導入する農業機械
の購入費助成申請額の合
計を記載してください。 

回答欄に○を付
けてください。 

実際に取組参加者と
リース契約を締結する
予定の者としてくださ
い。（契約可能であれ
ば支店でも可）。 

必ず契約に使用する
印でご捺印ください。 
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２ページ目 

個人情報の取扱いに同意することが必要です。 

助成金は、リース事業者に交付
します。 

指定するリース事業者の口座
は、申請するリース事業者名と
同一としてください。 

口座番号等が分かる書類（通
帳コピー）を添付して下さい。 

申請書様式別添（②リース）を
添付してください。 
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取組計画書 申請書様式別添（②リース） 

該当がある場合、
チェックをいれてくださ
い。 

必ず、添付して下さい。 

１ページ目 

取組計画書兼助成金
申請書の取組参加者
名と同一としてくださ
い。申請書と同一の
印で捺印ください。 

取組計画書兼助成金
申請書のリース事業
者名と同一としてくだ
さい。申請書と同一の
印で捺印ください。 

２ページ目があります。 

忘れずにご記入ください。 
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２ページ目 

＜現有機の考え方＞ 

○耐用年数が経過し、老朽化した既存機械を買い換
え処分する場合は、現有機「無」 
○耐用年数が経過し、老朽化した既存機械を買い換
えるが、機械故障等に備え既存機械の処分は行わ
ず、利用もしない場合は「無」 

○耐用年数が経過し、老朽化した既存機械を買い換
えるが、既存機械についても一定の利用をする場合
は「有」 

対象機種一覧の機種名を記載し
て下さい。 

見積書から選定した機種の製造
メーカー、型式を明記して下さい。 

対象機種を主に使う作物を記入く
ださい。麦、大豆 

現有機の考え方は下記のとおり。 

申請書１枚目の「３助成金申請
額」と同一の額となります。 

複数とは、３社以上です。有効期限が切
れていない見積書を添付してください。 

必ず添付が必要です。 

 

開始予定日は、承認通知日（見込）以降に
設定して下さい。リース期間は、４年以上７
年以内で設定してください。 

２つの方法で計算した
額をそれぞれ記載して
下さい。 

いずれか小さい額を記
載して下さい。 

複数の型式を申請する場合は、必ず型式ごとに１枚の表
（３ 導入する農業機械）をの欄作成して下さい。 
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別紙計画様式１（生産拡大計画） 

１ページ目 

個人（認定農業者）の
場合は、氏名を記入し
てください。 

法人など組織の場合
は、代表者名まで記
入してください。 

平成２４年産（現状）に
おける課題と平成２７
年産の目標を比較し
た展望を記載して下さ
い。 

【１】 

作付面積、出荷量、単
収の現状として平成２
４年産の実績を記載し
て下さい。 

 

もしくは、 

 

【２】 

２ページ目の「２ 大
豆・麦等の生産拡大
目標」の欄の現状値
のうち、単収と出荷量
について直近３ヶ年平
均数値を使用する場
合は、平成２２年産～
２４年産実績および平
均値を記載して下さい。 

 

該当年の営農計画書
の数値と整合性があ
る必要があります。 

２ページ目があります。 

忘れずにご記入ください。 
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２ページ目 

１ページ目の「（２）営
農に関する現状」の数
値と同じ数値が入りま
す。 

 

取組計画書において
対象作物と位置づけ
たものの平成２７年産
目標を記入してくださ
い。 

 

「面積」×「単収」 
 ＝「出荷量」となります。 

 

導入機械だけでなく、
独自の取組と合わせ
て単収向上を図る場
合、その取組内容と
取組による単収向上
見込を記入ください。 

いずれかの対象作物
において、「作付面
積」もしくは「出荷量」
で１１０％以上の目標
設定になっている必
要があります。 

導入機械の利用面
積は別紙計画様式２
（導入機械能力）と合
致する必要がありま
す。 

また、単収向上目標
も導入機械能力に照
らして無理のないも
のとなっていること。 

導入機械による利用
面積の大半が、麦ま
たは大豆での利用と
なっていないと助成
対象とはなりません。 



8 

別紙計画様式２（導入機械能力） パターン１ 

対象機械一覧に記載
がある導入機械名を
記入してください。 

 

導入する機械で行う
作業内容を記入してく
ださい。 

 

導入予定機械のカタ
ログからを記入して下
さい。 

 

１日あたりの作業可能
時間を記入して下さい。 

 

作業適期、そのうちの
作業日数、年間作業回
数を記入して下さい。 

 

計画様式１（生産拡大
計画）に記入した目標
面積を記入して下さい。 

 

取組計画書で現有機
「有」の場合記入して
下さい。 

 

下限面積の定めがあ
る場合は、面積要件
を満たす必要がある。 

１に満たないと過剰導
入と判断されます。 

導入機械により単収向上が見
込める場合は、その見込と理
由を記入して下さい。 
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別紙計画様式２（導入機械能力） パターン２ 

対象機械一覧に記載
がある導入機械名を
記入してください。 

 

導入する機械で行う
作業内容を記入してく
ださい。 

 

導入予定機械のカタ
ログからを記入して下
さい。 

 

１日あたりの作業可能
時間を記入して下さい。 

 

作業適期、そのうちの作
業日数、年間作業回数
を記入して下さい。 

 

計画様式１（生産拡大
計画）に記入した目標
面積を記入して下さい。 

 

取組計画書で現有機
「有」の場合記入して
下さい。 

 

下限面積の定めがあ
る場合は、面積要件
を満たす必要がある。 

１に満たないと過剰導
入と判断されます。 

導入機械により単収向上が見
込める場合は、その見込と理
由を記入して下さい。 
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別紙計画様式２（導入機械能力） パターン３ 

対象機械一覧に記載
がある導入機械名を
記入してください。 

 

導入する機械で行う
作業内容を記入してく
ださい。 

 

下限面積の定めがあ
る場合は「有」を選択
し、定めの面積を記入
して下さい。 

 

導入予定機械のカタ
ログからを記入して下
さい。 

 

１日あたりの作業可能
時間を記入して下さい。 

 

作業適期、そのうちの作
業日数、年間作業回数
を記入して下さい。 

 

計画様式１（生産拡大
計画）に記入した目標
面積を記入して下さい。 

 

取組計画書で現有機
「有」の場合記入して
下さい。 

 

下限面積の定めがあ
る場合は、面積要件
を満たす必要がある。 

１に満たないと過剰導
入と判断されます。 

導入機械により単収向上が見
込める場合は、その見込と理
由を記入して下さい。 
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確認表（②リース） 

この欄は全てチェックが入ります。 

ご一読いただき、チェックをいれて
ください。 

該当する場合のみ、チェックをい
れてください。 

この欄は全てチェックが入ります。 

ご一読いただき、チェックをいれて
ください。 

１ページ目 

この欄は全てチェックが入ります。 

ご一読いただき、チェックをいれて
ください。 

この欄は全てチェックが入ります。 

ご一読いただき、チェックをいれて
ください。 

この欄は全てチェックが入ります。 

ご一読いただき、チェックをいれて
ください。 

２ページ目があります。 

忘れずにご記入ください。 
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この欄は全てチェックが入ります。 

ご一読いただき、チェックをいれて
ください。 

個人（認定農業者）の場合は、氏
名を記入してください。 

法人など組織の場合は、代表者
名まで記入してください。 

必ず申請書と同一の印でご捺印く
ださい。 

取組計画書兼助成金申請書と同
日の日付を記入してください。 

２ページ目 

実際に取組参加者とリース契約を
締結する予定の者として下さい。 

必ず申請書と同一の印でご捺印く
ださい。 


